
運営費交付金 1,000 億円の 

「評価配分」をやめさせよう！！ 
 

【緊急要請】署名にご協力をお願いします 

氏名は必要ですが、所属等については任意です 
 

赤煉瓦 11号（2019.1.24）にて協力をお願いしました、全国大学高専教職員組合（全大教）【#大学を壊すな

国立大学の運営費交付金 1,000億円「評価配分」の撤回を求める賛同署名＆メッセージの募集】の趣旨にご賛

同とご署名をありがとうございました。2019年度予算案は、現在も国会審議中であり、さらに多くの署名を

集約するため、第 2次募集を開始しました。組合は、熊大の「最大の危機」と危惧し、引き続き予算配分の反

対署名に取り組みます。大学関係者以外の方にもご周知いただき多くの署名を集めたいと思いますので、ご協

力をよろしくお願いします。 
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第２次募集の締切：３月２０日（水）  https://t.co/o3Lk90nZQC 

 

 

 

ウェブ上にて公開された【メッセージ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  熊本大学教職員組合 

№ 14 
2019．3．11 

内線:3529 FAX:346-1247 

ku-kyoso@union.kumamoto-u.ac.jp 
http://union.kumamoto-u.ac.jp/ 

全大教「『評価配分』の撤回を求める賛同 

署名＆メッセージの募集」は右の QR コー 

ドからアクセスできます。 

教員が少なく、負担が多いことが学

生から見てとれる。指導をお願いす

るのにも気を遣うし、何より受けた

い授業が開講しないのが残念。 

大学の研究は基盤的経費の充実がな

ければ発展しません。そのことをノー

ベル賞受賞者も、危機意識を持ち訴え

ています。政府や国会は「競争効果」

幻想から目を覚まし、基盤的経費充実

に向けて高等教育政策の転換をはか

るべきです。 

「改革疲れ」で疲弊しきっている大学

に、これ以上、改革を迫らないで！ 

国立大学は地域に貢献するために各

都道府県にあることの意味が大きく、

そのことを無視しての資金配分や安

易な統廃合も避けるべきです。 

短期的な成果だけにとらわれた政策

でなく、長期的・安定的な研究教育拠

点としての大学の役割を考慮した政

策を期待します。 


